
第１回柿田川自然再生検討会 
 

日時：平成２３年９月６日(火) 

   １５：００～１７：００ 

場所：沼津河川国道事務所 大会議室 

 

議 事 次 第 

１．開会 

２．主催者あいさつ 

３．設立趣旨・設置要領等について 

１）設立趣旨(案)               (資料１) 

２）設置要領(案)               (資料２) 

３）検討会の公開(案)について         (資料３) 

４）会長の選出 

４．会長あいさつ 

５．説明事項 

１）柿田川自然再生計画について        (資料４) 

２）柿田川の現状及び歴史的変遷        (資料５) 

３）柿田川における課題(案）          (資料６) 

４）柿田川の河川環境の保全・再生目標(案)   (資料７) 

６．その他 

７．閉会 

 



柿田川自然再生検討会 

設立趣旨(案) 

 

 狩野川水系では、河川の整備についての基本となるべき方針を定めた「狩野

川水系河川整備基本方針」が平成１２年１２月に策定され、河川整備基本方針

に沿って計画的に河川の整備を実施するため、河川整備の目標に関する事項や

河川整備の実施に関する事項を定めた「狩野川水系河川整備計画」が平成１７

年１２月に策定された。 

 

柿田川における河川環境の整備と保全に関する目標としては、「湧水のみを源

とし、類い希で貴重な自然環境を有する柿田川については、各種情報を広く一

般に公開し環境保全の啓発を図るとともに、今後とも地域一体となって独自の

河川環境を構成している生態系や湧水の保全に務める」こととしている。 

 

 近年の柿田川においては、土砂が流出・堆積し、本来生息しない植物の繁茂

や外来種の侵入など、貴重な生物の生息に影響を与える課題が発生している。 

 

河川整備計画の目標である柿田川の河川環境の保全・再生を目指した「柿田

川自然再生計画」を策定するにあたり、様々な観点から審議し、助言をいただ

くため、自然保護団体・有識者・行政から成る「柿田川自然再生検討会」を設

立する。 

 

資料１ 



柿田川自然再生検討会 設置要領(案) 

 

 

(名 称) 

第１条  本会は「柿田川自然再生検討会」(以下「検討会」という)と称する。 

 

(目 的)   

第２条  河川整備計画の目標である柿田川の河川環境の保全・再生を目指した「柿田

川自然再生計画」を策定するにあたり、様々な観点から審議し、助言を行うこ

とを検討会の目的とする。  

 

(委 員) 

第３条  検討会の委員は、自然保護団体及び有識者、行政の委員で構成するものとし、

国土交通省沼津河川国道事務所長が選任し委嘱するものとする。 

   ２．検討会の構成は別紙１のとおりとする。 

 

(会 長) 

第４条  検討会には会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２．会長は、検討会を代表し会務を統括する。 

   ３．会長が不在の場合、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

   ４．会長は、第５条の審議を行う上で、環境分野における高い専門的知見を有す

る者等を臨時委員として選任することができる。 

 

(審議事項)  

第５条  検討会は、「柿田川自然再生計画」について、次の事項の審議を行うものと

する。 

  （１）柿田川の河川環境の保全・再生に関する事項 

  （２）各機関の連携に関する事項 

 

(運 営)   

第６条  検討会の開催は、必要に応じて会長が招集を行う。 

   ２．検討会の議長は、会長がこれにあたる。 

   ３．検討会の庶務は、国土交通省沼津河川国道事務所調査第一課において処理す

る。 

 

(雑 則) 

第７条  この規約に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、会長が定

める。 

 

 

(附 則) 

  この規約は、平成２３年９月６日から施行する。 

 

以 上 

資料２ 



 

(別紙１)                                                  

氏名 所属・役職 分野 備考 

板井 隆彦 

特定非営利活動法人 

静岡県自然史博物館ネットワーク 

理事 

学識者  

漆畑 信昭 

公益財団法人 

柿田川みどりのトラスト 

会長 

自然保

護団体
 

角野 康郎 
神戸大学大学院理学研究科生物学専攻 

 教授 
学識者  

前佛 和秀 
国土交通省沼津河川国道事務所 

 所長 

行政 

機関 
 

坪内 昇 
柿田川湧水保全の会 

会長 

自然保

護団体
 

知花 武佳 
東京大学工学系研究科社会基盤学専攻 

 准教授 
学識者  

深澤 健一 
静岡県企業局東部事務所 

 所長 

行政 

機関 
 

三島 次郎 
桜美林大学 

名誉教授 
学識者  

栁田 恭一 
静岡県教育委員会文化財保護課 

課長 

行政 

機関 
 

山本 博保 
清水町 

 町長 

行政 

機関 
 

（五十音順、敬称略） 

 



検討会の公開(案)について 

 

 

 

１．会議資料の公開 

 １）会議資料については、原則的に公開とする。 

 ２）会議資料の公開は、ホームページにおいて閲覧できるものとする。 

 ３）会議資料において、公開できない資料（貴重種の生育・生息場所が特定できる資 

   料、個人情報が記載されている資料など）は公開しない。 

 

２．議事録の公開 

 １）議事録については、原則的に議事骨子を公開とする。 

 ２）議事骨子の公開手段は、ホームページにおいて閲覧できるものとする。 

 ３）議事骨子の公開にあたっては、プライバシー保護に配慮するとともに、検討会の 

   責任において行う。 

 ４）議事骨子の公開にあたっては、貴重種の情報、個人の情報(発言者名含む)は公 

   開しない。 

 

３．記者発表について 

 １）検討会の開催にあたっては、記者発表を行い、マスコミ関係者の傍聴を認める。 

 ２）会議の傍聴について、写真撮影は会長あいさつまでとする。 

 ３）会議の取材に関しては、原則会長と事務局が対応する。 

 

 

 

 

※設置要領 記載例 

 

(情報公開) 

第○条 会議資料及び議事録骨子は原則的に公開し、沼津河川国道事務所ホームページに

おいて閲覧できるものとする。 

２．公開にあたって、貴重種の情報、個人の情報は公開しない。 

３．検討会の開催にあたっては記者発表を行い、マスコミ関係者の傍聴を認めるもの

とする。 

資料３ 
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